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令和 2年度 事 業 報 告 書
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1 事業の成果
2020年 度はコロナ禍の影響を受けつつも、7月 「未来につなぐ被爆の記憶」オンラインセミナーの

開催、9月 「国際平和博物館オンライン会議」へのエントリー、12月 「12.12オ ンラインシンポジ

ウム」の開催など、オンライン上の会議やイベントに積極的に取り組みました。それぞれ貴重な成果をえ

ることができ、次年度に活かしていく必要があります。他方、「ノーモア・ヒバクシャ継承センター」設

立募金を呼びかけるチャリテイー・イベントの中止、会員拡大の停滞など、引き続き大きな課題が残され

ました。新たな創意工夫が求められています。

2 事業の実施に関する事項
(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【 3,158 】千円)
定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

党至
対象者
範囲

党盃
対象者
人数

事業費
(=FL

円)

原爆被害の実

相 。原爆体験 。

原爆被害者運

動などの記録・

資料の調査、収

集、整理、保管

事業

収集資料や寄贈図書の

整理を定期的に行い、

所蔵する「核関連文

献」、「文学 。芸術文

献」の目録をそれぞ

れ、日本被団協と継承

する会のホームページ

で公開した。

2020/8/1～

9/16、 6日

四ツ谷

フ
°
ラサ・ F

運動資

料・写

真の整

理、述

べ 18名

一 般 市

民 、 学

生、研究

者

不特 定
多数

1,196

原爆関連資料

の収集、保管

に取り組む諸

団体との共同

ネットワーク

の構築事業

国際平和博物館オンラ

イン会議が9月 16日

～ 20日 に開催され、

当会からは、「THE

ATOMIC  30MBING

Ⅸ間

“

D」 (原爆被害の

証言)、 「bices Moved

the brld」 (声が世界

を動かした)の 2本の

ビデオ映像を英語字幕

付きで、提出 。参加し

た。世界から100本
ほどのビデオ映像がエ

DVD

英文翻訳・字

幕付け

ルライン会議

2020/9/16

-/20

各自宅・

日青協

オ ン ラ

イン

7名

一 般 市

民・被爆

者 。学

生。研究

者

海 外 を

含 む 不

特 定 多

数

10



ントリーされたが、原

爆被害の実相、日本被

団協の歩みについて記

憶に残る感動的なもの

だというコメントが、

元Ⅲぽ (平和のための

博物館国際ネットワー

ク)代表の

から寄

せられた。

「12.12オ ンライ
ンシンポジウム」を日

本被団協と共催し、被

爆 75年・基本懇答申

40年の節目に「日本

被団協資料の意義と活

用の可能性について」

考える企画に取組ん

だ。被団協資料を用い

て教育・研究を実践し

てきた 2つの報告、昭

和女子大の戦後史プロ

ジェクトの報告、一橋

大大学院の「平和の授

業」と70年調査の分析

にもとづく報告、また

ブルガリアからの留学

生の研究概要の報告も

得て討議・交流。資料

の独自の価値とそれら

を活用した研究が求め

られていることも明ら

かになった。

事前打合せ

2020/7/11  ～

12/11、  5回

Zoq *
t 10名 一 般 市

民。被爆

者 ・ 学

生。研究

者

原爆被害者運

動関係の調査・

研究事業
オ ン ラ

イン
2020/12/12 15名

原爆資料の活

用・普及及び若

い人々へ活動

参加 を促す企

画・イベント・

「未来につなぐ被爆の

記憶」オンラインセミ

ナーを7月 21日 に日

本生協連と共催し、全

国から65名 が参加し

2020/7/21
オ ン ラ

イン

一 般 市

民・被爆

者・ 学

生。研究

者

|

|

85名 74

65:名 718



情報提供など

の啓発・出版事

業

ました。専用サイ トを

紹介、グーグルアース

(日本と世界の地図)

上に被爆者の所在と証

言を可視化することに

より、被爆者と交流す

るきつかけとなるデジ

タルシステムを作りま

した。各地で、このシ

ステムを活用し「未来

につなぐ被爆の記憶」

の証言と被爆者の活動

の記録を受け継でいく

ことが期待されます。

ボランテイア企画の取

り組みが積極的にすす

められました。8月 オ

ンライン夏休み親子企

画「げんばくつてな～

に ?」 (埼玉)、 11月

オンライン証言・交流

会 (埼玉)、 12月 オン

ライン証言 ,交流会

(京都)、 1月 オンライ

ン証言・交流会 (東京

町田)、 2月 オンライン

交流会「つぎ手が描く

継承のカタチ」、3月 オ

ンライン春休み親子企

画「オンラインで学ぶ

ヒロシマ」を開催、ボ

ランテイアが企画運営

に参加しています。今

後はオンライン証言会

に取組んでいる諸団体

や組織とも連携し、各

地、各分野でこの取り

組みを広げていきま

2020/8/1、

11/29、

12/26、

2021/1/9、

2/27、  3/27

オ ン ラ

イン
151名

一 般 市

民・被爆

者・学生

など

73名



す。

不特 定
多数

507

南 浦 和

資料室

南浦和

資料庫

四ツ谷

フ・ラサ・ F

電子化・

目録作

成作業

述べ

115名

マスキ

ング体

制構築

4名

一 般 市

民 、 学

生、研究

者

2020/4/1

2021/3/31

47日

2020/10～

2021/3

恒久的な公共

機関「ノーモ

ア・ヒパクシャ

記憶遺産平和

資料館」の設立

に関する事業

デジタル・アーカイブ

ス (電子図書館)の構

築に向け、資料の情報

開示を目指し電子化作

業に取り組んでいる。

個人情報等のマスキン

グ作業は、コロナの影

響で予定より大幅に遅

れたが、会員の協力を

得ながら在宅作業を基

本としてすすめてい

る。

7月 21日 (火)日本

青年館ホール (120
0名 )で 「未来につな

ぐ被爆の記憶チャリテ

イー・イベント」を開

催し継承センター設立

募金を呼びかけるキャ

ンペーンを企画しまし

たが、コロナ禍で中止

せざるをえませんでし

た。ご協力いただいた

日本被団協、日本生協

連、日本青年団協議会

など実行委員会 8団

体、実行委員長を担っ

ていただいた作曲家 。

指揮者の

をはじめ出演者の

方々には改めて感謝い

たします。引き続き、

「ノーモア・ ヒパクシ

ャ」の声を世界に広げ

る取組を強めます。



会の活動状況

や原爆資料に

関するニュー

ス発行、P開設
の広報事業

HPの改定めざし、

(株)き かんじとの協

議をすすめてきまし

た。これまでの根幹を
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「NO MORE
HIBAKUSHA レポ
ー‐卜2020」 、一年
1間の主な活動をビジュ

|アルに紹介して会員拡

1大や寄付、募金の呼び

|かけなどに活用してき

|ま した。「継承センタ

|―を東京につくり、世

1界に発信することをめ

|ざ しています」とし

|て、所蔵文献の目録公

1開、資料の電子データ

1化、昭和女子大のく戦

1後史史料を後世に伝え

|るプロジェクト>、 く

1被爆者運動の歩みから

1学ぶ>取り組みについ

ノーモア・ ヒ

バクシャ通信

4回発行

(6′
′151  151

1ナ、 9/11  52

手)、  11/6  53

号、1/22 54

号)

「NO
MORE
HIBAKUSHA
レポー ト20
20」 1回発

行

恥bサイ ト、

Twitter、

Facebookに よ

る発信

都内
σ)′｀23

名

会員、被

爆者、一

般市民

鶴
『
け陸修

紙
は
５０
　
恥
イ
う
特
数

651



て、「被爆の記憶を若

い世代が受けつぎ、参

加と交流をすすめてい

ます」として、く未来

につなぐ被爆の記憶プ

ロジェクト>く継承活

動に取り組む人々をつ

なぐプロジェクト>な

どについて、活動内容

と写真を織り込み説明

しています。



書式第 13号 (法第 28条関係 )

令和 2年度 活動計算書 (その他事業が上|い場合)
事 業 報 告 用

′1ヽ計 3曾 1貯

正会員受取会費 1,340,

517,

継承センター設立募金 951,560

863
226,639
313,320
23,944
87,834
417,897

費
　
　
費
費

費
熱
賃
　
伝
却

品
光
家
料
宣
償

耗
道
代
借
告
価

消
水
地
賃
広
減

57,

26,

960,

121,

2,

44,

租税公課
支払手数料

70,000
12,536

事務局活動費
給料手当

170,

1,719,

143,

168,432
16,600
７８
１２
“
６５
００

３

８

５

０

０

０

５

０

８

１

３

　

３

９

２

1

22,847

817_31

「
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書式第 15号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

蛇自日腱楯ユ九二_4=二Z」
=ニ
ユ2」2」dl」ШL=をlE産菫」6」L

令和2年度 貸借対照表

科 目 金 ■ 小計・ 合計

289,495
394,633
2,268,751

357,140

30,000
7,920

37,920

3.3`■ 030

2,952,879

357,140

(寃金・預金)
現金預金
普通預金
郵便振替
(欄卸資産)
欄卸資産
(その他の流動資産)
未収金
前払費用

な し

3

∞

００

０

０

０

４

８

４

８

一

836,000

0
336000

4,133,939【A】 資 産 合 計 ①+②

742,000
44,606
21,477

圏 .003

な し

前受金
未払費用
預り金

ｎ
Ｕ

808.083

2,558,493
817.363

3_375_85

4,133,939【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 8-2】

薗画直
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二
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「
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(2)景静口躍責麗
ソフ トウェア
滅伍借却累計額
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6 28

令和 2年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人 ノーモア・ ヒパクシャ を継承する会

重要な会計方針

計算書類の作成は、PO法人会計基準(2010年 7月 20日  2017年 12月 12日 最終改正 絆0法人会計基準協議会)に
よつています。

(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
個別法

(2)固定資産の減価償却の方法

無形固定資産 (ソフトウェアは「未来につなぐ被爆の記憶」webサイトの開発費)は定額法で5年で償却する。

(3)引 当金の計上基準
なし

〈4)施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
該当なし

(5)消費税等の会計処理
消費税の会計処理は、税込方式によつています。



2.事 業別損益の状況

原爆被害者運
動関係の調
査 。研究事業

原爆資料の活用・普及及び若い人々へ活動参加
を促す啓発・出版事業

Iノ ー‐モ ア・
ヒパ クシャ記

憶遺 産 平和 資

料館 」の設 立
に国十る墓輩

継承センター

設立募金

科 目

原爆被害の実
相 。原爆体
験 。原爆被害
者の運動など
の記録・資料
の調査、収
集、整理、保
存事業

原爆関連資料
の収集、保管
に取り組む諸
団体との共同
ネットワーク
の構築事業

被爆者運動に学
ぶ学習懇談会

未来につなぐ
被爆の記憶プ
ロジェクト

昼 籐 傲 晉 、 僕

爆者運動の歩
みを伝える
DVD。 リーフ
レットなどの
制作善乃

取
を

ロ

に

々
プ

動
人
↑
ト

活
む

喀
タ

承
組
な

〓

継
り

っ
ジ

575246,894

1,000

７
■

ｎ
Ｚ

Ｑ
Ｏ

ＡＵ

Ｏ
γ

Ｕ^

‘４

０^

Ｑ
一

ｎ
乙

ユ
‘

６０

575822.999 ｎ

ｖ

ｎ

ｖ 246,894 1,00C

60,000 378,000

0

36,000

ｎ

〉

ｎ

Ｖ

ｎ

Ｖ36.000 ｎ

ｖ 60,000 378,000

12,000

2,828

20,964
25,374
87,786

30,168

7,508

2,559

44,000

ｎ
〉
　

　

υ^

ＡＵ

２

　

４

４

　

２

358,003

357,140

50,000

70,000

366

863

1,390

4,4241

5,000

ｎ
Ｖ
‘４Ａ
〉

ｎ

Ｖ 1.3901.160.962 10,064 14,828 219,019 121,229
Ａ
Ｕ 1.3901,196.961 10,064 74,828 597,019 121,229

-120,229 ｎ

Ｖ
-815I    …10,064 -74,828 -350,125

1・ 受取会費
2.受取寄附金
寄付金 (一般)

継承センター設立募金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬

通勤費

法定福利費

活動費

リヴ・DD等頒布原価

業務委託費

諸謝金

印刷製本費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

水道光熱費

地代家賃

賃借料

広告宣伝費

原価償却費

租税公課

少額備品費

支払手数料

管理諸費

雑費

リーフ

リーフ

資産在庫

8,131

7,8

I

その他経費計
経常費用計

人件費計
(2)その他経費

17,360

128,716

12,610

26,335

960,000

電窟宝コ



科 目

「ノーモア・ ヒパクシャ記憶遺
産平和資料館」の設立に関する
事業

会の活動状況や原爆資料に関す
るニュース発行、P開設の広報

事業
事業部門計 管理部門 合計

平和チャリティ嘲ン
サート

デジタル・

アーカイプ

(電子図書
債ヽ腱饉

ノーモア・ ヒ
パクシャ通信
の発行

継承する会の

活動を伝える

"bサ
イ トの運
営

凛常収 2

24,985 184,109

121,998

ヽ

951,560
450,000
1,000

0 2

2,518,000

2 771,

951,

450,

716

560

000

000

2

1

24,985 306,107 Ａ
Ｕ

ｎ

ｖ 1,402,560
つ

“ 6.692.278

279,000 27,000

0

0

0

0

000780,

1,719,650

143,615

139

170,000

1,719,650

0

143,615

139

950,000
0

ｎ

Ｖ 279,000 27,000 Ａ
Ｕ 780,000 2,033,404 2,813,404

1,980

45,100
1,610

14,725

102,124

660

255,620

193,730

440

172,215

1,000

1,320

358,0031

01

0‐

0

357,140

863

226,639

0

313,320

23,944
87,834
417,897

57,503

0

26,335

960,000
121,632

2,559

44,000
70,000

0

12,536

0

13,371

16,600

30,378

5,812

230,544
98,065

21,000
0

1,400

168,432

22,847

88,000

358,003.

01

0

0

357,140
863

226,639

0

329,920

54,322

93,646
648,441

155,568

0

26,335

960,000
121,632

23,559
44,000
71,400

168,432

35,383

88,000
13,371

0

60.417 166.199 449,790 174,535 23378,433 683,078 3,061,511
60,417 445。 199 476.790 r4.535 3,158.433 2,716,482 53874,915
-35,432 -139,092 -476,790 -1,755,873 -2,716,480 817,363

一
● 施設の提供等の物的サービスの受入の内訳

公益財団法人生協総合研究所 事務室等の使用 令和2.4。 1～令和3。 3.31 無償

I

1・

受取会費
2.受取寄附金
寄付金 (一般)

継承レター設立募金
3.受取助成金等
4.事業収益
5。 その他収益

経常収益計
Ⅱ 経常費用
(1)人件費
給料手当

役員報酬

通勤費

法定福利費

活動費

人件費計
(2)その他経費
【

リーフ

業務委託費

諸謝金

印刷製本費

会議費

旅費交通費

通信運搬費

消耗品費

修繕費

水道光熱費

地代家賃

賃倍料

広告宣伝費

減価償却費

租税公課

少額備品費

支払手数料

管理諸費

雑費

50,

7 ｎ
Ｖ
Ｏ
〉
ワ
ー

1,

その他経費計
経常費用計



4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通りです。
当法人の■E味財産は3,375,856円 ですが、そのうち1,289,039円 は下記のように使途が特定されています。
この中には無形固定資産の「ソフトウェア」の減価償却の未償却分836,000円 が含まれており、

資金としては453,033円 となります。
また、正味財産には棚卸資産357,140円 、前払費用7,920円、会費未収金30,000円が含まれています。
したがって使途が制約されていない正味財産は1,691,757円 です。

5。 固定資産の増減内訳

借入金の増減内訳

借入金なし (単位 :円 )

役員及びその近親者との取引の内容

役員及びその近親者との取引なし。

その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法
支払内容で直接配賦。

その他の事業に係る資産の状況

該当なし。

6

７
・

8

期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高 備考内容

1,850,987

450。 000 0

1,289,039
(受取寄付金)

継承センター設立募金

(受取助成金等)
連合・愛のカンパ

2,188,466 951,560

450,000

1,196,962
597,019
1,390

60,417

445,199
2.188.466 1.401.560 2.300。 987 1.289。 039

継承センター設立募金の対象には土地建
物の取得だけではなくセンターの運営
費、募金活動の費用も含まれる。①②⑤
は継承センターが運営するデジタル 0

アーカイプの構築にもかかわる費、③④
事業は募金活動の費用となる。

来につなぐ被爆の記憶PJ
保存事業

シ
゛
タル・アーカイフ

゛

ンター設立募金
リティーロンサート  |

期末取得価額 減価償却累計額取得 減少科 日

836.00044,000880,000

880。 000 44,000     836,000

無形固定資産

ソフ トウェア

合計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和2年度 財産目録
事 業 報 告 用

壼 合

】ゝ  |ヨE

2.952.879

289,495
394,633
2,268,751

０

４

０

６

８

４

３

８

７

３

３

６

２

３

８

２

６
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１

５ 357.140

Ｕ^

υ^

，
“
０
）

０
一

υ^

７
・
０
〉
ｏ
０ 37.920

リーフレット「受け継いで未来へ」@37.9× 4,295部
リーフレット「被爆者からのメッセージ」@89.l X 262部
DD「原爆は人間として生きることも死ぬことも許さなかつた」

“

63.72× 137枚

用 (南浦和m、 プラザ浦和会議室4月分利用料)

銀行普通預金

9.83×

現金預金
現金
ゆうち

3.347.

ｎ
Ｖ
ｎ
ｖ

０

０

０

０

０

４

８

４

８

一 836.000

ソ フ

「

の トな 被爆ぐ 記憶」 イ鴨bサ

886_〔

4,183.939【A】 資 産 合 計 ①+②

-1 の 日

44,606

742.000

21.477

未払費用
給料手当(3月 分)

742,000

21,477
剛田 .1

11

a)8,083【B-1】 負 債 合 計 ③+④

3,375,850【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】
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書式第 18号 (法第 28条関係)

事 業 報 告 用

令和 2年度年間役員名簿 (常事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住籠又は層所並
びにこれらの者についての前事業年度における薇日の有無を目載した名簿)

:出醒1日1巳l量勤:型LZ.三二:乙:量:212≧:」固田睦
盤 す_る会_______________

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

口i以下の役員には、欠格事由者が含まれません。(法第20条関係)
口各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間
(該当者のみに記入)

氏   名

1 睡亜]・ 監事
イワサ  ミキソウ 2020年4月 1日

2020年り月7日

年

年

月

月

日

日岩佐 幹三

９

“ 睡亜]・監事
アンサ
゛
イ  イクロウ 2020年4月 1日

202」甲3月 31日

年  月  日

年  月  日安齋 育郎

ｎ
Ｊ 睡亜]・監事

ナカサ
゛
ワ  マサオ 2020年4月 1日

202メ手3月 31日

年

年

月

月

日

日中澤 正夫

五
二 睡亜]・監事

アリハラ  セイシ
゛ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年 月 日有原 誠治

Ｆ
Ｄ □ ・監事

イシカワ  ヨシヒロ 2020奪4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年  月  日石川

(人木

良広

良広)

Ａ

ｖ 巨亜]・監事
オオイワ ヨウヘイ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年 月

月

日

日年大岩 孝平

７

〓 睡亜]・監事
オオクホ
゛
  ケンイチ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月 日

日年 月大久保 賢一

8 □ ・監事
勅ヤ フミ着 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年   月  日岡山 史興

9 □
。監事

キキマ ハシ゛メ 2020奪4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年   月   日聞間 フ嘔

10 □ ・監事

スカ
゛
ナミ  チカコ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年  月  日菅波 睦子
(二村 睦子)



書式第 18号 (法第 28条関係)
事 業 報 告 用

役 名
どちらかにO

(フ リガナ)
住 所 又 は 居 所

前事業年度内の

就任期間
報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

睡憂]・監事
ナイトウ  マサヨシ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年 月

月

日

日年内藤 雅義

12 睡亜]。監事
ナオノ  アキヨ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年

年

月

月

日

日直野 章子

13 □ ・監事
ナカカ
゛
ワ  シケ
゛
ノリ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年

年

月

月

日

日中川 重徳

14 国 監事

フナハシ  ヨシエ 2020年4月 1日

202メ手3月 31日

年  月  日

年 月 日舟橋 喜恵

15 巨亜]・監事
ヤスタ
゛
  カス
゛
ヤ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年  月  日安田 和也

16 巨亜]・ 監事
ヤマネ カス
゛
ヨ 2020年4月 1日

202F手3月 31日

年 月

月

日

日年山根 和代

17 巨憂]・監事
ヨシタ
゛
  ミチオ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月 日

日年 月吉田 みちお

18 国 監事

イトウ カス
゛
ヒサ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年

年

月

月

日

日伊藤 和久

19 理事。匿ヨ
キムラ  マコト 2020奪4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年  月  日木村 誠

20 理事。匡ヨ
タヘ   チエコ 2020年4月 1日

2021年3月 31日

年  月  日

年  月  日田部 知江子



書式第 4号 (法第 10条 0第 28条関係)
設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

′

■登全

氏   名 住 所 又 は 居 所

1
安齋 育郎

2 中澤 正夫

3 有原 誠治

4
大岩 孝平

5
大久保 賢一

ロ
岡山 史興

7 匿圃 九

□
内藤 雅義

9 直野 章子

10
舟橋 喜恵

12


